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先日，日本小児整形外科学会の

中央研修会で初めて，ハンズオン

セッションを開催しました．2つ

のセッションを開いたのですが，

いずれも満員でした．1つはイン

プラントを使う手術手技，もう1

つは先天股脱(DDH)の治療に用

いるリーメンビューゲル(RB)の

セッションでした．私がRBに触

れるのは，じつに30年ぶりで，

新しい発見がありました．まず，

RBにはディーテールについて，

たくさんの変種があることです．

現在使われているRBを一堂に集

めることによって，ヴァリエー

ションを相互に比較しながらRB
を深く理解することができまし

た．同時に，ハンズオンセッショ

ンの前のミニレクチャーで，RB
の歴史を教えていただいたこと

も，変種の意味を理解するのに大

変役に立ちました．先人が加えた

改良を時間の軸で概観すると，現

在の変種の意味がよく理解できま

す．

本書は私がRBのセッションで

発見した2つの要素を兼ね備えて

います．脊椎装具について，いく

つかのヴァリエーションを一堂に

集め，しかも，コラムとして脊椎

装具の歴史的背景が述べられてい

ます．できれば，初めから終わり

まで通読していただきたい小さな

本です．この本をテキストにした

脊椎装具のハンズオンセッション

を組めば，さらに効果が上がるで

しょう．どこかの学会でこれを計

画すれば，成功まちがいなしだと

思います．

脊椎疾患を扱う医師が手術だけ

に頼るのはまちがいです．私は脊

椎の手術をする患者さんにいつも

手術が半分，リハビリテーション

が半分と説明しています．リハビ

リテーションのかなりの部分が装

具です．また，装具療法だけで手

術を回避できる患者さんはたくさ

んいます．装具療法に精通するこ

とは，脊椎疾患の治療をするため

に必須の条件です．

医師が装具に高い関心を持つ．

装具の目的を科学的に理解し，義

肢装具士と緊密な連絡をとって優

れた装具を作製する．そして，可

能な限り患者自身に装具の主旨を

理解してもらい正しく装着する．

このような関係を作ることによっ

て初めて効果的な装具療法が可能

となります．良好な関係を作るた

めには，共通な認識の基盤として

本書のようなテキストが重要で

す．この本を医師，義肢装具士，

看護師，PT，OTなど，すべて

の医療関係者に推薦します．
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